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第
七
三
号
・
七
四
号
で
浦
賀
奉
行

所
に
派
遣
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
た

ち
の
こ
と
を
と
り
あ
げ
た
。
オ
ラ
ン

ダ
通
詞
と
は
ご
く
簡
単
に
言
え
ば
異

国
船
来
航
時
に
通
訳
官
と
し
て
浦
賀

に
派
遣
さ
れ
て
い
た
者
だ
が
、
今
回

は
そ
ん
な
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
た
ち
の
居

た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
る
。 

天
文
台
詰
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
通
詞

た
ち
が
江
戸
か
ら
浦
賀
に
派
遣
さ
れ

て
く
る
よ
う
に
な
る
の
は
天
保
一
四

年
（
一
八
四
三
年
）
か
ら
で
あ
る
。

以
後
、
一
期
三
年
と
し
て
浦
賀
に
詰

め
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
任
期
中

彼
ら
は
ど
こ
に
い
た
の
だ
ろ
う
か
。 

「
臼
井
家
文
書
」
を
見
る
と
、
弘

化
元
年
に
浦
賀
奉
行
土
岐
頼
旨
が
通

詞
の
居
所
に
つ
い
て
、「
奉
行
所
の
修

繕
に
と
も
な
い
長
屋
に
通
詞
の
居
所

を
設
け
る
つ
も
り
で
あ
る
」
と
老
中

に
上
申
し
て
い
る
。
こ
れ
が
「
な
る

べ
く
経
費
が
手
軽
に
済
む
よ
う
に
」

と
さ
れ
つ
つ
許
可
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
奉
行
所
の
裏
門
続
き
の
長
屋

に
通
詞
の
居
所
が
つ
く
ら
れ
た
で
あ

ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

安
政
期
の
浦
賀
奉
行
所
の
間
取
り
図

を
見
る
と
、
表
門
の
脇
に
二
部
屋
ほ

ど
「
通
詞
部
屋
」
と
あ
る
の
が
確
認

で
き
る
。
位
置
は
変
わ
っ
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
が
い
ず
れ
に
し
ろ
奉

行
所
の
中
に
通
詞
が
詰
め
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
因
み
に
通
詞
は
元
々

長
崎
の
町
役
人
で
あ
っ
た
た
め
、
武

士
身
分
で
は
な
く
浦
賀
奉
行
所
に
詰

め
て
い
た
町
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

一
期
三
年
の
周
期
で
浦
賀
に
詰
め

た
通
詞
た
ち
が
い
た
一
方
で
、
弘
化

四
年
（
一
八
四
七
年
）
か
ら
は
、
一

年
の
う
ち
夏
か
ら
秋
ま
で
の
間
だ
け

浦
賀
詰
め
を
命
じ
ら
れ
た
者
た
ち
も

い
た
。
そ
の
間
、
彼
ら
は
ど
こ
に
い

た
の
だ
ろ
う
か
。
安
政
期
の
間
取
り

図
に
通
詞
部
屋
が
二
つ
あ
る
の
は
そ

の
た
め
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
確
証

は
な
い
。 

「
新
横
須
賀
市
史
」
を
見
る
と
、

弘
化
四
年
（
一
八
四
七
年
）
の
浦
賀

奉
行
浅
野
長
祚
・
戸
田
氏
栄
連
名
の

伺
書
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
与
力
・

同
心
が
増
員
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

与
力
・
同
心
の
屋
敷
地
や
台
場
、
浦

賀
奉
行
所
の
出
先
機
関
で
あ
る
三
崎

の
役
宅
を
増
築
す
る
こ
と
な
ど
が
書

か
れ
て
お
り
、
通
詞
が
三
崎
の
役
宅

に
夏
か
ら
秋
の
間
詰
め
て
い
る
こ
と

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か

ら
、
夏
秋
詰
の
通
詞
が
三
崎
に
詰
め

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

こ
の
夏
秋
詰
と
な
っ
た
通
詞
の
一

人
に
立
石
得
十
郎
が
い
る
。
立
石
は
、

嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
年
）
か
ら
夏

秋
詰
の
命
を
受
け
浦
賀
に
派
遣
さ
れ
、

そ
の
任
期
中
の
嘉
永
六
年
（
一
八
五

三
年
）
の
ペ
リ
ー
来
航
時
に
堀
達
之

助
と
と
も
に
通
詞
と
し
て
応
接
に
あ

た
っ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
ん
な
彼
が

浦
賀
に
来
る
ま
で
の
記
録
を
少
し
見

て
み
よ
う
。 

前
任
の
天
文
台
詰
通
詞
吉
雄
作
之

丞
の
交
代
と
し
て
江
戸
に
着
い
た
の

が
嘉
永
三
年
正
月
三
日
の
こ
と
で
あ

る
。
挨
拶
廻
り
を
済
ま
せ
、
ま
ず
天

文
台
測
量
所
構
内
の
小
屋
に
移
る
。

三
月
二
九
日
、
浦
賀
へ
の
夏
秋
詰
の

た
め
在
府
浦
賀
奉
行
の
戸
田
氏
栄

（
こ
の
時
浦
賀
奉
行
は
二
人
制
で
、

一
年
交
代
で
江
戸
と
浦
賀
そ
れ
ぞ
れ

に
勤
め
て
い
た
）
に
身
元
が
引
き
渡

さ
れ
る
。
そ
の
後
、
早
々
に
浦
賀
に

出
立
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
持
病

に
よ
り
出
発
を
延
期
。
お
よ
そ
一
ヶ

月
後
の
四
月
二
七
日
、
よ
う
や
く
浦

賀
に
向
け
て
出
発
す
る
。
品
川
か
ら

神
奈
川
、
鎌
倉
雪
の
下
を
通
っ
て
浦

賀
着
は
四
月
二
九
日
。
浦
賀
奉
行
所

に
到
着
を
報
せ
、
当
時
浦
賀
に
詰
め

て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
加
福
喜
十
郎

の
役
宅
で
休
息
し
て
い
る
。
こ
の
「
役

宅
」
は
先
述
の
浦
賀
奉
行
所
内
の
通

詞
部
屋
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
五
月
一

一
日
、
浦
賀
か
ら
三
崎
ま
で
の
人
馬

賃
銭
（
交
通
費
）
を
受
け
取
り
、
一

四
日
に
浦
賀
奉
行
か
ら
直
接
異
国
船

の
乗
留
方
に
つ
い
て
話
を
さ
れ
、
翌

一
五
日
辰
上
刻
（
午
前
七
時
頃
）、
浦

賀
か
ら
三
崎
に
向
け
出
発
し
て
上
宮

田
村
を
通
っ
て
同
日
未
上
刻
（
午
後

一
時
頃
）
三
崎
に
到
着
。
し
ば
ら
く

三
崎
で
御
用
を
勤
め
、
九
月
二
五
日

卯
下
刻
（
午
前
六
時
頃
）
に
三
崎
を

出
立
。
帰
路
は
往
路
と
同
じ
道
を
通

っ
て
同
日
午
上
刻
（
午
前
十
一
時
頃
）

浦
賀
に
到
着
す
る
。
十
月
一
日
、
今

度
は
江
戸
に
向
け
浦
賀
を
出
立
。
こ

れ
ま
で
は
す
べ
て
陸
路
で
あ
っ
た
が
、

帰
路
は
船
で
横
須
賀
か
ら
金
沢
に
渡

海
、
そ
こ
か
ら
神
奈
川
ま
で
行
き
一

泊
、
陸
路
で
江
戸
に
向
か
い
十
月
三

日
に
到
着
し
、
在
府
奉
行
戸
田
に
帰

着
届
け
を
出
し
て
い
る
。 

一
例
で
は
あ
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
通

詞
は
こ
の
よ
う
に
長
崎
か
ら
江
戸
、

江
戸
か
ら
浦
賀
、
浦
賀
か
ら
三
崎
へ

と
御
用
の
た
め
に
居
場
所
を
転
々
と

し
た
者
も
い
た
の
で
あ
る
。 

（
山
本 

慧
） 

※
天
文
台…

天
文
・
歴
術
・
測
量
・
地
誌
編

纂
・
洋
書
翻
訳
を
お
こ
な
う
幕

府
の
機
関
。
通
詞
は
洋
書
翻

訳
や
学
術
研
究
業
務
を
担
っ

て
い
た
。 
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 浦賀文化 

前
号
で
は
大
正
時
代
末
に
千
代
ヶ
崎
砲
塔

砲
台
が
竣
工
し
、
昭
和
時
代
初
め
に
関
連
施

設
が
建
設
さ
れ
、
千
代
ヶ
崎
の
地
一
帯
が
軍

用
地
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま

し
た
。
今
号
で
は
、
そ
の
後
の
太
平
洋
戦
争

か
ら
終
戦
、
戦
後
の
姿
そ
し
て
現
在
の
千
代

ヶ
崎
砲
台
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

山
上
の
糎
榴
弾
砲
砲
台
と
砲
塔
砲
台
は
と

も
に
東
京
湾
要
塞
を
構
成
す
る
砲
台
と
し
て

東
京
湾
口
の
守
り
に
就
き
ま
す
。
し
か
し
、

太
平
洋
戦
争
の
戦
局
の
悪
化
に
伴
い
、
昭
和

一
九
年
（
一
九
四
四
年
）
に
は
榴
弾
砲
砲
台

か
ら
二
八

糎
セ
ン
チ

榴
弾
砲
を
取
り
外
し
、陸
軍
が

想
定
し
た
連
合
国
軍
の
本
土
上
陸
地
点
で
あ

る
房
総
半
島
へ
移
送
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、

砲
塔
砲
台
の
四
五
口
径
三
〇
㎝
加
農
は
残

さ
れ
ま
し
た
。 

昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
年
）
の
終
戦
後
、

千
代
ヶ
崎
の
地
は
大
蔵
省
に
帰
属
し
た
後
、

農
水
省
へ
移
管
さ
れ
、
そ
の
後
農
地
と
し
て

民
間
に
払
い
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
地
元
の
方

に
伺
っ
た
話
で
は
、
榴
弾
砲
砲
台
の
砲
座
周

囲
は
畑
と
し
て
開
墾
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
年
）
に

は
榴
弾
砲
砲
台
の
右
翼
観
測
所
を
除
く
部
分

を
防
衛
庁
が
購
入
、
海
上
自
衛
隊
の
送
信
所

が
設
置
さ
れ
、
再
び
一
般
人
の
立
ち
入
り
は

禁
じ
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
二
二
年
（
二
〇
一

〇
年
）
、通
信
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
施
設
廃

止
の
話
が
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
地
方
総
監

部
か
ら
横
須
賀
市
教
育
委
員
会
に
伝
え
ら
れ
、

保
存
に
つ
い
て
の
協
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
以
前
か
ら
国
の
史
跡
指
定
に
つ

い
て
協
議
が
行
わ
れ
て
い
た
猿
島
砲
台
跡
と

合
わ
せ
て
国
の
史
跡
指
定
に
向
け
て
進
む
こ

と
に
な
り
、
海
上
自
衛
隊
千
代
ヶ
崎
送
信
所

の
施
設
廃
止
後
、
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五

年
）
に
猿
島
砲
台
跡
と
二
遺
跡
同
時
に
「
史

跡
東
京
湾
要
塞
跡
」
と
し
て
国
の
史
跡
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。 

史
跡
指
定
後
に
横
須
賀
市
が
開
始
し
た
史

跡
整
備
事
業
で
は
、
自
衛
隊
時
代
に
埋
没
し

た
第
三
砲
座
の
発
掘
調
査
や
各
種
調
査
と
並

行
し
て
、
一
般
公
開
に
向
け
て
公
開
箇
所
や

そ
の
方
法
に
つ
い
て
有
識
者
か
ら
の
助
言
を

受
け
な
が
ら
市
役
所
内
の
関
係
部
署
と
検
討

を
重
ね
ま
し
た
。
千
代
ヶ
崎
砲
台
跡
の
最
大

の
魅
力
は
、
時
が
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
地

下
施
設
な
ど
竣
工
当
時
の
姿
を
良
好
に
残
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
見
学
者
に
そ
の
魅
力

を
最
大
限
に
感
じ
て
い
た
だ
く
説
明
方
法
と

し
て
、
説
明
板
を
極
力
減
ら
し
て
代
わ
り
に

ガ
イ
ド
を
養
成
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

公
開
に
先
立
ち
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
年
）

に
「
千
代
ヶ
崎
砲
台
跡
活
用
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
」
を
開
講
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
多
く
の
受
講
生
の
参
加
を
得
、

修
了
生
ら
に
よ
り
「
千
代
ヶ
崎
砲
台
跡
活
用

サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
」
が
設
立
さ
れ
、
令
和
三

年
（
二
〇
二
一
年
）
十
月
か
ら
土
・
日
・
祝

日
限
定
の
一
般
公
開
を
開
始
し
ま
し
た
。
公

開
日
に
は
千
代
ヶ
崎
砲
台
跡
活
用
サ
ポ
ー
タ

ー
の
会
の
会
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と

し
て
現
地
を
案
内
し
て
い
ま
す
。
現
在
三
期

生
ま
で
募
集
を
行
い
、
千
代
ヶ
崎
砲
台
跡
に

つ
い
て
の
歴
史
や
遺
構
の
構
造
な
ど
の
分
か

り
や
す
い
解
説
は
見
学
者
か
ら
好
評
を
い
た

だ
き
、
横
須
賀
の
魅
力
発
信
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
毎
年
桜
の
季
節
に
は
「
さ
く

ら
ま
つ
り
」
を
開
催
し
、
海
側
に
広
が
る
オ

オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
の
可
憐
な
姿
を
楽
し
み
に
多

く
の
見
学
者
が
来
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

千
代
ヶ
崎
砲
台
跡
と
猿
島
砲
台
跡
で
構

成
さ
れ
る
史
跡 

東
京
湾
要
塞
跡
は
、軍
事
施

設
と
し
て
は
日
本
で
初
め
て
国
の
史
跡
に
指

定
さ
れ
た
文
化
財
で
す
。
２
つ
の
砲
台
跡
が

保
護
・
公
開
さ
れ
て
い
る
姿
が
、
見
学
さ
れ

た
方
に
平
和
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課 

川
本
真
由
美
）    

  

 

         

             
 

 
 

 

千
代
ヶ
崎
砲
台
一
三
〇
年
の
あ
ゆ
み 

―

太
平
洋
戦
争
か
ら
終
戦
・戦
後
そ
し
て
現
在―

 

笑 話 一 題
 

春の千代ケ崎砲台跡 

  
さ
く
ら
ま
つ
り 

令
和
８
年
３
月
下
旬
か
ら
開
催
予
定 

先
日
、
写
経
体
験
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。
最
初
は
筆
ペ
ン
で
文
字
を
書
く

こ
と
に
不
安
が
あ
り
、
上
手
く
書
く
こ

と
に
ば
か
り
意
識
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
丁
寧
な
指
導
と
会
場
の
静
か
な

雰
囲
気
の
お
か
げ
で
、
し
だ
い
に
「
上

手
に
書
く
」
こ
と
よ
り
も
「
一
文
字
一

文
字
に
集
中
し
て
丁
寧
に
」…

と
、
気

づ
い
た
ら
無
心
で
書
い
て
い
ま
し
た
。

す
る
と
普
段
の
忙
し
さ
や
悩
み
が
消
え
、

写
経
を
終
え
た
後
は
、
心
が
す
っ
き
り

と
し
て
い
て
と
て
も
清
々
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。 

普
段
経
験
で
き
な
い
貴
重
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
自
分
自
身
を
見

つ
め
直
す
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
落
ち
着
い
た
心
を

日
常
生
活
に
も
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
も
興
味
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

と
て
も
良
い
体
験
が
で
き
ま
す
の
で
、

お
す
す
め
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
Ｋ
・
Ｕ
） 

   
当館では浦賀の歴史を展示した郷

土資料室を併設しております。 

浦賀奉行所与力中島三郎助や浦賀ド

ックの資料、黒船サスケハナ号や咸

臨丸・奉行所の模型等を展示してお

ります。 

冬休みを利用して郷土の歴史に触

れてみませんか。 

浦賀コミセン分館よりお知らせ 

 

展示室見学時間：９時～17時 
※12/29(月)〜1/3(土)はお休みです 


